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人がきらめき　だれもが安心・安全に
暮
ら
せ
る
ま
ち
五
霞
の
実
現
に
向
け
て

　
平
成
25
年
度
第
１
回
五
霞
町
議
会

定
例
会
の
開
催
に
当
た
り
、
染
谷
町

長
か
ら
今
年
度
の
町
政
運
営
に
関
す

る
所
信
の
一
端
を
述
べ
ま
し
た
。
そ

の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
一
昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
か
ら
、
間
も
な
く
２
年

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

被
災
地
で
は
、
未
だ
、
応
急
仮
設
住

宅
で
の
生
活
が
続
い
て
い
る
な
ど
、

震
災
前
の
生
活
を
取
り
戻
す
ま
で
に

は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
本
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
、

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

る
と
い
う
自
助
へ
の
取
組
み
と
、
互

い
に
助
け
合
う
連
携
の
視
点
か
ら
の

被
災
地
へ
の
支
援
、
周
辺
自
治
体
及

び
関
係
団
体
と
の
災
害
協
定
の
締
結

等
に
つ
い
て
、
今
後
も
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
社
会
の
繋
が
り
は
、

防
災
面
だ
け
の
自
助
、
共
助
、
公
助

の
観
点
だ
け
で
は
な
く
、
福
祉
や
子

育
て
支
援
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、

防
犯
な
ど
様
々
な
分
野
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

今
日
、
生
活
形
態
の
変
化
や
価
値
観

が
多
様
化
す
る
な
か
、
人
々
の
評
価

基
準
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
複
雑
な

世
の
中
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
情
報

通
信
技
術
の
発
達
に
よ
り
、
誰
も
が

欲
し
い
情
報
を
簡
単
に
入
手
で
き
、

発
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
半
面
、
人
と
人
と
が
直
接
向
き

合
う
機
会
が
減
少
し
て
お
り
、
あ
ら

た
め
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸

成
と
と
も
に
、
社
会
の
絆
、
地
域
の

絆
の
大
切
さ
を
認
識
し
、
地
域
の
力

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
需
要
や
政
策

効
果
の
発
現
等
に
よ
り
、
経
済
面
の

一
部
で
、
回
復
に
向
け
た
動
き
が
見

ら
れ
る
も
の
の
、
財
政
健
全
化
や
医

療
、
介
護
、
年
金
と
い
っ
た
社
会
保

障
制
度
の
再
編
な
ど
、
極
め
て
重
要

な
課
題
の
先
行
き
が
見
え
な
い
こ
と

や
、
若
年
層
雇
用
の
縮
小
な
ど
に
よ

り
、
社
会
全
体
に
慢
性
的
な
閉
塞
感

が
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。
景
気
回
復

や
雇
用
状
況
の
改
善
は
、
基
礎
自
治

体
レ
ベ
ル
で
対
応
す
る
こ
と
は
困
難

で
す
が
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
実

施
可
能
な
対
策
を
推
進
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
の
財
政
状
況
は
、
町
税
等
の

一
般
財
源
の
減
少
傾
向
が
見
込
ま
れ

る
な
か
、
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増

大
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
・
耐
震
化

等
に
伴
う
大
規
模
修
繕
、
さ
ら
に
、

圏
央
道
Ｉ
Ｃ
周

辺
開
発
な
ど
、

町
の
発
展
に
寄

与
す
る
将
来
的
な
財
政
需
要
を
考
慮

す
る
と
、
今
後
も
、
更
に
厳
し
い
財

政
運
営
が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
状
況

の
下
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
25
年
度

の
予
算
編
成
は
、
第
５
次
五
霞
町
総

合
計
画
の
将
来
像
「
人
が
き
ら
め
き

　
だ
れ
も
が
安
心
・
安
全
に
　
暮
ら

せ
る
ま
ち
　
五
霞
」
の
着
実
な
実
現

に
向
け
、
将
来
に
向
け
た
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
力
強
く
実
行
す
る
と
と

も
に
、
町
民
の
皆
様
の
思
い
に
応
え

る
た
め
、
町
民
の
安
心
・
安
全
の
確

保
に
向
け
た
施
策
を
重
点
的
に
進
め
、

将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
引
き
続
き
取
組
ん
で
い

く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
方
針
の
も
と
に
編
成

い
た
し
ま
し
た
新
年
度
予
算
は
、
限

ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
有
効
に
活
用

し
、
時
代
に
即
し
た
財
政
需
要
に
的

確
に
対
応
す
る
た
め
、
第
５
次
五
霞

町
総
合
計
画
に
沿
っ
て
、
次
の
６
つ

の
事
項
を
基
本
と
し
て
お
り
ま
す
。

環
境
・
防
災
・
防
犯

  

災
害
時
の
連
絡
体
制
の
強
化

  

防
災
体
制
の
充
実

  

地
球
温
暖
化
防
止
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
向
上
の
取
組

  

児
童
生
徒
の
安
全
確
保

健
康
・
子
育
て
・
福
祉

  

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
の
向
上

  

健
康
教
育
の
充
実

  

が
ん
検
診
の
受
診
率
の
向
上

  

予
防
接
種
の
接
種
率
の
向
上

  

子
育
て
支
援
の
充
実

  

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

教
育
・
文
化

  

教
育
活
動
指
導
員
の
配
置

  

英
語
指
導
員
派
遣

  

指
導
主
事
の
設
置

  

中
央
公
民
館
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

  

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工

事

都
市
基
盤
・
生
活
基
盤

  

圏
央
道
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
域
整
備
事
業

※
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

  

地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
構
築
事

業
と
し
て
バ
ス
の
実
証
運
行

※
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

  

水
道
施
設
の
一
元
化

  

環
境
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
工
事

実
施
設
計

  

農
業
集
落
排
水
台
帳
の
整
備産

　
業

  

「
道
の
駅
ご
か
」
フ
ァ
ー
ス
ト
フ

ー
ド
コ
ー
ナ
ー
の
整
備

 

担
い
手
育
成
支
援
事
業

 

生
産
調
整
に
関
す
る
業
務
の
円
滑

な
推
進ま

ち・地
域
づ
く
り・行
財
政
運
営

  
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に

推
進

 

町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ご
か
り
ん
」
に
よ
る
町
外
へ
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
活
動

 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修

工
事

 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実

 

第
２
次
行
政
改
革
運
営
プ
ラ
ン
実

施
計
画
（
後
期
分
）
の
策
定

　
以
上
、
平
成
25
年
度
当
初
予
算
案

な
ど
、
議
案
の
大
要
と
町
政
に
対
す

る
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
諸
施
策
の
執
行
に
あ
た

り
ま
し
て
は
、
一
層
の
自
覚
と
研
鑚

を
積
む
と
と
も
に
、
私
自
身
が
先
頭

に
立
ち
、
町
民
の
皆
様
と
一
緒
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
約
２
年
の
月

日
が
流
れ
ま
し
た
。
人
々
の
記
憶
が

徐
々
に
薄
れ
、
風
化
し
て
き
て
い
る

よ
う
な
報
道
も
な
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
私
は
、
あ
の
時
国
民

誰
も
が
感
じ
た
「
思
い
」
を
決
し
て

忘
れ
ず
、
あ
の
時
を
原
点
と
し
て
、

「
わ
が
ふ
る
さ
と
五
霞
」
の
輝
か
し

い
未
来
に
向
け
て
、
全
力
を
傾
注
し

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ

ー
ド
「
絆
」
を
旗
印
に
、
町
の
将
来

像
「
人
が
き
ら
め
き
だ
れ
も
が
安
心

・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
　
五
霞
」

の
実
現
に
向
け
、
精
一
杯
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
、
よ
り

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成
25

年
度
に
臨
む
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

（ 

全
文
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。）

豊
か
な
自
然
と
安
全
を
育
む

第
１
点
目

健
や
か
と
安
ら
ぎ
を
育
む

第
２
点
目

人
と
文
化
を
育
む

第
３
点
目

ゆ
と
り
と
う
る
お
い
を
育
む

第
４
点
目

豊
か
さ
と
活
力
を
育
む

第
５
点
目

と
も
に
ま
ち
を
育
む

第
６
点
目

平
成
25
年
度

施
政
方
針
（要旨）


